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医療サービス評価指標の変数からは，第 1因子で 1日平均入院および外来患者 1人あた
りの医師数および看護師数が高い因子負荷量を示したことから，医療職員充実度とした。
第 2因子では，入院 1人あたり病床数と入院および外来患者 1人あたり医療技術者数が他
の変数に比べ高い因子負荷量を示しており，医療施設充実度とした。 




















































































 CRSについては，Charnes, Cooper and Rhodes（1987）が，VRSについては，Banker, Charnes 
and Cooper（1984）が詳しい。 
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観測数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
1.　フロー財務評価指標
（1） 経常収支比率 325 98.523 6.018 60.400 114.300
（2） 医業収支比率 325 88.094 11.756 47.600 114.500
（3） 他会計繰入金対経常収益比率 325 16.890 11.031 1.500 59.800
（4） 他会計繰入金対医業収益比率 325 22.131 19.884 1.500 130.500
2.　ストック財務評価指標
（1） 支払利息対経常収益比率 325 2.127 1.523 0.016 7.379
（2） 支払利息対医業収益比率 325 2.532 1.892 0.023 12.471
（3） 累積欠損金対経常収益比率 325 69.089 57.432 0.033 324.061
（4） 累積欠損金対医業収益比率 325 83.991 77.853 0.039 574.866
（5） 自己資本金対資産比率 325 60.505 45.674 0.398 269.322
（6） 不良債務対資産比率 325 -12.579 19.713 -64.598 184.476
3.　医療サービス評価指標
（1） 入院1人あたり病床数 325 1.501 0.469 1.000 3.958
（2） 1人あたり医師数 325 0.033 0.014 0.005 0.070
（3） 1人あたり看護師数 325 0.200 0.057 0.077 0.473
（4） 1人あたり医療技術者数 325 0.057 0.018 0.012 0.137
（5） 患者100人あたり検査件数 325 306.343 182.125 0.500 796.800
（6） 患者100人あたり放射件数 325 17.529 7.559 0.300 56.200
4.　医療コスト評価指標
（1） 1人あたり医師給与負担額 325 48,073.41 16,481.44 9,476.76 105,878.80
（2） 1人あたり看護師給与負担額 325 91,625.62 25,984.61 35,987.38 211,828.70
（3） 1人あたり医療技術者給与負担額 325 26,709.29 8,110.10 5,530.08 65,465.95
（4） 1人あたり材料費 325 1,147.02 563.21 168.08 2,848.71
（5） 1人あたり減価償却費 325 378.34 226.28 62.03 1,618.08












































表 5 因子得点と因子得点偏差値 
 
出所：筆者作成 
順位 都道府県 市町村 病院名 因子得点
1 福岡県 川崎町 町立病院 2.53
2 熊本県 水俣市 国保総合医療センター 2.50
3 岐阜県 美濃市 美濃病院 2.39
4 宮城県 蔵王町 蔵王町国民健康保険蔵王病院 1.93
5 青森県 三戸町 国保三戸中央病院 1.89
6 北海道 豊富町 豊富町国民健康保険病院 1.80
7 青森県 平内町 国保平内中央病院 1.74
8 高知県 大月町 国保大月病院 1.66
9 青森県 鶴田町 国保中央病院 1.62
10 北海道 千歳市 千歳市民病院 1.48
（中略）
315 北海道 深川市 市立病院 -1.78
316 青森県 北部上北広域事務組合 公立野辺地病院 -1.87
317 青森県 十和田市 中央病院 -1.87
318 兵庫県 明石市 市民病院 -2.06
319 茨城県 北茨城市 総合病院 -2.13
320 東京都 福生病院組合 公立福生病院 -2.21
321 北海道 京極町 国保病院 -2.70
322 大阪府 阪南市 市立病院 -3.01
323 島根県 大田市 市立病院 -3.32
324 三重県 伊賀市 伊賀市立上野総合市民病院 -3.40
325 秋田県 北秋田市上小阿仁村病院組合 米内沢総合病院 -5.71
平均 標準偏差 最小値 最大値 平均 標準偏差 最小値 最大値
フロー独立度 -2.27E-16 0.99 -1.17 4.75 50 10 2.08 61.84
フロー健全度 5.40E-15 0.94 -5.71 2.53 50 10 -10.69 76.86
ストック健全度 -1.79E-16 0.99 -1.55 4.56 50 10 4.12 65.58
ストック独立度 -3.06E-17 0.99 -1.54 3.99 50 10 9.69 65.52
医療職員充実度 -2.76E-16 0.91 -1.88 3.39 50 10 30.74 81.47
医療施設充実度 -2.19E-16 0.28 -1.15 2.85 50 10 28.26 107.21
人的費用抑制度 1.30E-16 0.90 -1.74 2.84 50 10 12.65 70.74




























ストック健全度 0.176 * 0.341 ** 1.000
ストック独立度 0.001 -0.066 0.002 1.000
医療職員充実度 0.475 ** -0.055 0.059 -0.002 1.000
医療施設充実度 -0.173 * -0.230 ** -0.130 * 0.101 0.146 * 1.000
人的費用抑制度 -0.355 ** 0.098 -0.048 0.014 -0.944 ** -0.268 ** 1.000













1人あたり入院収益（円） 325 31,589.64 11,868.08 9,082 68,400 ＊ ＊
1人あたり外来収益（円） 325 9,254.95 2,927.29 3,637 21,432 ＊ ＊
インプット
1人あたり医師給与負担額（円） 325 48,073.41 16,481.44 9,476.76 105,878.80 ＊
1人あたり看護師給与負担額（円） 325 91,625.62 25,984.61 35,987.38 211,828.70 ＊
1人あたり医療技術者給与負担額（円） 325 26,709.29 8,110.10 5,530.08 65,465.95 ＊
1人あたり職員給与負担額（合計）（円） 325 3,043.65 755.99 1,512.96 6,056.46 ＊
1人あたり材料費（千円） 325 1,147.02 563.21 168.08 2,848.71 ＊ ＊
1人あたり減価償却費（千円） 325 378.34 226.28 62.03 1,618.08 ＊
1人あたり資産減耗費（千円） 325 26.15 162.91 0.00 2,596.05 ＊
病床数 325 217.11 162.622 25 910 ＊
※1人あたり収益および費用については，全て1日あたりの平均値を表す。
モデル変数名 観測数 平均 標準偏差 最小値 最大値
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表 8 DEAと因子得点偏差値の相関係数 
 
 
図 1 財務状況の推移 
 
出所：総務省自治財政局編（2012）より筆者作成 
CRS効率値 VRS効率値 CRS効率値 VRS効率値
DEA結果
観測数 325 325 325 325
平均 0.848 0.888 0.773 0.824
標準偏差 0.117 0.107 0.119 0.112
最小値 0.516 0.550 0.490 0.519
最大値 1 1 1 1
相関係数
フロー独立度 0.151 * 0.198 * 0.178 * 0.218 *
フロー健全度 0.167 * 0.208 * 0.106 0.115
ストック健全度 0.058 0.100 0.093 0.108
ストック独立度 0.059 0.014 -0.025 -0.046
医療職員充実度 -0.376 * -0.145 * -0.352 * -0.107
医療施設充実度 -0.302 * -0.221 * -0.354 * -0.292 *
人的費用抑制度 0.428 * 0.162 * 0.387 * 0.115































図 3 フロー健全度のレーダチャート（最下位） 
 
出所：筆者作成 
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